
生 徒 に 英 語 の 学 力 を つ け る た め に

松 江 北 高 校 八 幡 成 人

１ ． 生 徒 に 英 語 の 学 力 を つ け る た め に ､我 々 英 語 教 師 に 今 何 が で き る の か 、 に 関 し て お

話 し を さ せ て い た だ く 機 会 が あ っ た 。 ( 1 )そ こ で 取 り 上 げ た の は ､以 下 の １ ０ 項 目 で あ っ

た 。

（ １ ）現 状 の 学 力 分 析 ・ ・ ・ ｢何 が 強 い ？ ｣｢何 が 弱 い ？ ｣「 学 力 で 特 徴 的 な こ と は 何 か ？ 」

を チ ー ム で 分 析 ・ 検 討

（ ２ ） 中 学 校 の 基 本 事 項 の 徹 底 的 な 復 習 、 中 学 校 と の 連 携

（ ３ ） ｢勉 強 の 仕 方 」 を 徹 底 し て 指 導 す べ き ・ ・ ・「 学 校 は 勉 強 す る 所 で は な い 。 勉 強

の 仕 方 を 学 ぶ と こ ろ で あ る 」

（ ４ ） 試 験 の 徹 底 し た 見 直 し に 学 ぶ ～ 賢 者 は 歴 史 に 学 ぶ

（ ５ ） 基 本 は 単 語 力 、 生 徒 が 一 番 苦 労 す る の も 単 語 だ ！

（ ６ ） リ ス ニ ン グ 力 は 短 期 間 で は 伸 び な い ！ ３ 年 間 を 見 通 し た 徹 底 し た ド リ ル 計 画 の 必

要

（ ７ ） 個 々 の 学 力 に 応 じ た 指 導 ・ ・ ・ 個 別 添 削 指 導 、 上 位 者 指 導 、 遅 進 者 指 導

（ ８ ） Ｇ Ｔ Ｅ Ｃ 、 英 語 検 定 の 活 用

（ ９ ） 学 校 の 実 情 に あ っ た 自 主 教 材 ・ 実 力 テ ス ト の 開 発

（ １ ０ ） ３ 年 間 を 通 し た 展 望 ・ 計 画 を ！

島 根 県 の 学 力 低 下 が 叫 ば れ て い る が （ セ ン タ ー 試 験 平 均 点 は ２ ０ ０ ８ 年 ４ ７ 都 道 府 県

中 ４ １ 位 、 ２ ０ ０ ７ 年 ４ ５ 位 ） ､英 語 は そ の 張 本 人 で も あ る 。 果 た し て 上 記 の こ と が ど

れ だ け 指 導 で き て い る の か ？

２ ． こ の １ ０ 項 目 に 関 し て 松 江 北 高 で の 指 導 で 効 果 が あ っ た と 思 わ れ る こ と に つ い て 、

述 べ て み た い 。

（ １ ） の 学 力 分 析 に つ い て は 模 試 の 度 に 検 証 を チ ー ム で す る こ と 。 弱 い と 分 か っ た 時 点
． ． ． ．

で チ ー ム で 対 策 を 練 る こ と 。 こ れ の 繰 り 返 し で あ る 。 や り っ ぱ な し が 一 番 た ち が 悪 い 。

（ ２ ） 松 江 北 高 で は ５ ０ 枚 の 「 中 学 校 復 習 プ リ ン ト 」 を 用 い て ､ス ム ー ズ な 橋 渡 し を 心

が け て い る 。 中 学 校 と 連 携 し て ど の よ う な 指 導 が 行 わ れ て お り ､何 が 問 題 点 か を 熟 知 し

て 指 導 に あ た ら な け れ ば 効 率 的 な 指 導 は の ぞ め な い 。 松 江 市 で は 「 松 江 市 英 語 教 育 推 進

委 員 会 」 を 立 ち 上 げ て こ の 問 題 に 取 り 組 む こ と に な っ た 。

（ ３ ） 例 え ば 予 習 ・ 復 習 の 仕 方 、 辞 書 の 引 き 方 、 ノ ー ト の と り 方 、 評 論 文 の 読 み 方 、 説

明 問 題 の 解 き 方 、 要 約 問 題 の 取 り 組 み 方 、 空 所 補 充 問 題 の 解 き 方 、 内 容 一 致 問 題 の 解 き

方 、 語 句 整 序 問 題 の 解 き 方 等 々 、「 や り 方 」 を 見 せ た 後 で 練 習 を さ せ れ ば 、 生 徒 達 に 自

学 自 習 の 力 を つ け て や る こ と が 可 能 で あ る 。 セ ン タ ー 試 験 対 策 で あ れ ば 、 第 １ 問 題 か ら



第 ６ 問 題 ま で 、「 勉 強 の 仕 方 」 を 教 え て お い て や れ ば 、 本 気 で 演 習 が 始 ま っ た 際 に ど ん

ど ん 点 が 伸 び て い く 。 私 が 解 説 し た 『 重 要 問 題 演 習 英 語 』（ ラ ー ン ズ ） が 飛 躍 的 に 部 数

を 伸 ば し た の は こ の 勉 強 の 仕 方 を 分 か り や す く 提 示 し た こ と に よ る 。 今 年 の 北 高 の ３ 年

生 は ､２ 年 生 時 の 土 曜 補 習 （ １ ３ 回 ） の １ ０ 分 程 度 を 用 い て 各 設 問 の 勉 強 方 法 を 指 導 し

た 。 た っ た こ れ だ け で も 、 マ ー ク 模 試 の 点 の 出 方 が 大 き く 変 わ っ て く る 。

（ ４ ）「 模 試 の 見 直 し を し な さ い 」 と は よ く 言 う 。 だ が 、 何 を ど う 見 直 せ ば よ い の か ？

何 を ど の よ う に や る の か 、「 や っ て 見 せ ､言 っ て 聞 か せ て 、 さ せ て 見 て 、 ほ め て や る 」。

北 高 で は 記 述 模 試 、 マ ー ク 模 試 が 終 わ る 度 に ､見 直 し の ポ イ ン ト を 明 示 し た プ リ ン ト を

用 意 し て 、「 解 法 の ツ ボ 」 に 慣 ら し て い く 。 手 間 は か か る が 、 一 番 効 果 が あ る 。 模 試 を

細 か く 見 て 自 分 で 解 い て も い な い 教 員 が 多 い と は 思 い た く は な い が 、「 島 根 大 学 の 問 題

を 用 意 し て い か な い と ､島 根 県 の 先 生 と は 島 根 大 学 の 入 試 問 題 の 話 が で き な い 」 と い う

あ る 営 業 の 方 の 言 葉 を ど う 受 け と め た ら い い の か 。

（ ５ ） 英 語 の 学 力 の ８ 割 ま で は 語 彙 力 。 な ら ば ど う や っ て 効 率 的 に 覚 え さ せ る か は 工 夫

が 必 要 で あ る 。 棒 暗 記 ・ 根 性 論 で は 大 学 ・ 社 会 に 出 て か ら 通 用 し な い 。 北 高 で は 『 音 読

英 単 語 』 入 門 編 、 必 修 編 を 計 ３ 回 繰 り 返 す 。 今 は 全 範 囲 で 授 業 の 冒 頭 に 小 テ ス ト を 繰 り

返 す 。 併 行 し て １ ４ 個 の 接 頭 辞 を 押 さ え 、 後 は 重 要 な 語 幹 を 一 つ 一 つ 押 さ え て い く こ と

で ､大 学 へ 行 っ て か ら も 、 就 職 し て か ら も 勉 強 を 続 け る こ と が で き る よ う に 種 を ま い て

お く 。 北 高 の 昼 休 み 午 後 １ 時 に は 、 全 部 で １ ５ ０ 枚 の 語 幹 プ リ ン ト の １ 枚 を 求 め て 毎 日

職 員 室 前 に は 行 列 が 出 来 る 。

（ ６ ） １ 年 生 か ら 毎 時 間 短 時 間 の リ ス ニ ン グ を 課 す 。 定 期 考 査 で も 必 ず １ ０ 分 程 度 の リ

ス ニ ン グ 問 題 を 含 め る 。 簡 単 な も の か ら 少 し ず つ 程 度 を 上 げ て い く 。「 つ な が る 」「 消

え る 」「 変 わ る 」 に ど う や っ て 慣 れ さ せ て い く か 長 期 の 計 画 が 必 要 で あ る 。 セ ン タ ー 試

験 の リ ス ニ ン グ で は 、 各 問 題 の 狙 い と ツ ボ を 押 さ え な が ら ､毎 時 間 演 習 を 繰 り 返 す 。 ( 2 )

ま さ に 「 継 続 は 力 な り 」 で あ る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に は リ ス ニ ン グ に う っ て つ け の 教 材

が こ ろ が っ て お り 、 一 覧 に し て 生 徒 に 示 し て い る 。 ( 3 )

（ ７ ） 北 高 の 図 書 館 に は ２ ０ ０ 冊 以 上 の （ 語 彙 制 限 さ れ た ） 洋 書 が 入 れ て あ り 、 生 徒 た

ち は 自 分 の 英 語 力 と 興 味 に 応 じ て ､借 り て は 速 読 を 練 習 し て い る 。 こ れ は 確 か に 効 果 が

あ っ た 。 上 位 者 に は 個 別 に 添 削 を 行 い 、 ど ん ど ん 上 を 目 指 さ せ て い る 。 遅 進 者 を 毎 週 集

め て 下 位 学 年 の 模 試 問 題 を 解 か せ た こ と も あ っ た 。

（ ８ ） Ｇ Ｔ Ｅ Ｃ の デ ー タ は 使 い よ う に よ っ て は 、 大 変 有 用 で あ る 。 定 点 観 察 す る こ と で

伸 び の 状 況 も 正 確 に 把 握 で き る 。 ２ 年 前 か ら 学 校 実 施 し て い る 英 語 検 定 も 実 は セ ン タ ー

試 験 問 題 と 酷 似 し て お り （ 比 較 し て み ら れ た い ）、 効 果 絶 大 で あ る 。

（ ９ ） 例 え ば セ ン タ ー 試 験 対 策 と し て 、『 対 策 本 』 ( 4 )を 発 行 し て 生 徒 の 勉 強 に 役 立 て て

い る 。 要 約 問 題 、 二 次 対 策 問 題 も 独 自 に 問 題 を 編 集 し て 特 別 授 業 で 生 徒 た ち に 提 供 し て

い る 。 作 る の は 大 変 だ が （ 特 に 解 答 解 説 ） 一 度 作 っ て お け ば 、 年 々 改 訂 を し て 使 い や す



い も の に 進 化 さ せ る こ と が で き る 。 北 高 の 校 内 模 試 は ､問 題 の 質 、 お よ び そ の 詳 し い 解

答 解 説 に は 定 評 の あ る と こ ろ で あ る 。 各 学 年 で 作 っ た 全 て の 教 材 、 資 料 が 校 内 ラ ン で 共

有 さ れ 、 い つ で も 利 用 で き る 体 制 が 作 ら れ て い る 。 ま た 、 イ グ ザ ム （ ２ ０ ０ ０ 年 ～ ２ ０

０ ８ 年 ） が パ ソ コ ン に 常 備 さ れ て お り 入 試 問 題 に ア ク セ ス が 容 易 で あ る 。

（ １ ０ ） い き あ た り ば っ た り の 指 導 で は 力 が つ か な い 。 設 計 図 の な い 建 築 物 な ど あ り 得

な い 。 ３ 年 間 を 見 通 し て 、 こ れ だ け の こ と を 教 え き る と い う 長 期 ス パ ン で の 計 画 性 が あ

っ て 初 め て 、 効 果 的 な 指 導 が 可 能 で あ る 。 ( 5 )例 え ば 読 解 指 導 一 つ と っ て も 、 私 は ３ 年 間

で 次 の よ う な 項 目 を 順 次 教 え て い く 。 文 法 指 導 、 作 文 指 導 、 リ ス ニ ン グ 指 導 な ど に 関 し

て も 同 様 の も の が 当 然 な く て は な ら な い 。

英 文 読 解 八 ち ゃ ん の 法 則
２ ０ ０ ８ 年 １ ２ 月 現 在

１ ． 英 語 の 力 は 読 ん だ 英 文 の 量 に 比 例 す る

２ ． 英 語 の 力 は 引 い た 辞 書 の 回 数 に 比 例 す る ～ ひ た す ら 辞 書 を 使 い 込 め ！

３ ． 単 語 の 記 憶 は 英 語 学 習 の ８ ０ ％

４ ． 音 読 す る た め に フ ォ ニ ッ ク ス の 基 本

５ ． ア ク セ ン ト の 基 本 法 則 （ 例 ） 双 子 の 法 則 三 味 線 語 ル ー ル イ ク イ ク ル ー ル

ヤ ン ヤ ン ヤ ス ヤ ン ト ヤ リ テ エ の 法 則 子 チ ビ 母 チ ビ の 法 則

６ ． 英 語 と 訳 語 は 「 １ 対 １ 」 で は な い ！

７ ． 英 文 の 区 切 り 方 ～ 意 味 の か た ま り を 意 識 せ よ

① コ ン マ の 後 ② 動 詞 の 前 後 ③ 前 置 詞 の 前

④ 関 係 詞 の 前 ⑤ 接 続 詞 の 前

８ ． 直 読 直 解 方 式 の 読 み を マ ス タ ー せ よ ～ 同 時 通 訳 の 心 だ ！ 左 か ら 右 へ 順 に 読 め ！

９ ． テ ー マ 発 見 の テ ク ニ ッ ク

① 段 落 の 最 初 と 最 後 は 要 注 意 ！ ② But の 後 （ 筆 者 の 主 張 ） は 要 注 意 ！

③ 疑 問 文 （ 問 題 提 起 ） は 要 注 意 ！

１ ０ ． １ パ ラ グ ラ フ １ ト ピ ッ ク の 原 則 １ つ の 段 落 で 言 い た い こ と は １ つ だ け

書 き 出 し に テ ー マ 最 終 文 は 次 の パ ラ グ ラ フ の 予 告 ・ 橋 渡 し

１ １ ． 英 語 の 基 本 は 「 主 語 ＋ 動 詞 」 ～ 家 政 婦 は 見 た ！

１ ２ ．「 抽 象 」 か ら ｢具 体 ｣の 原 則 ～ 英 語 ら し さ の 本 質

１ ３ ． 英 文 展 開 の 基 本 パ タ ー ン

主 題 の 提 示 á 主 題 の 展 開 á 主 題 の 再 提 示 （ 結 論 ）

１ ４ ． 二 項 対 立 （ 対 比 ） に 注 目 ～ 一 般 論 vs筆 者 の 主 張

１ ５ ． 情 報 構 造 の 原 則 「 旧 情 報 」 か ら 「 新 情 報 」 へ

旧 情 報 （ 既 知 の 情 報 ） ＝ お 互 い 了 解 済 み の こ と → な る べ く 前 に 置 く

新 情 報 （ 重 点 情 報 ） ＝ 相 手 が 知 ら な い で あ ろ う こ と → な る べ く 後 ろ に 置 く

１ ６ ． ス キ ミ ン グ と ス キ ャ ニ ン グ

１ ７ ． 文 脈 と は ？ 未 知 の 語 句 は 文 脈 か ら 類 推 せ よ ！

① 言 い 換 え ② 具 体 例 ③ 因 果 関 係 ④ 対 比

１ ８ ． コ ン マ 、 ダ ッ シ ュ 、 コ ロ ン 、 セ ミ コ ロ ン に も 注 意 せ よ



― （ ダ ッ シ ュ ）・ ・ ・ 前 の 説 明 ・ 例 示

：（ コ ロ ン ）・ ・ ・ ・ 前 文 の 補 足 ・ 説 明 ・ 具 体 化

；（ セ ミ コ ロ ン ）・ ・ ・ 接 続 詞 の 代 用 ＝ 対 比 と 理 由

１ ９ ． ｢並 列 ｣は 同 じ 物 が 並 ぶ （ and , b u t , o r , s o , f o r） → an d（ 等 位 接 続 詞 ） が 出 た ら 何 と 何

を 結 ん で い る か を 確 認

２ ０ ． コ ン マ １ つ は そ こ が 切 れ 目 、 コ ン マ ２ つ は そ の 部 分 を 飛 ば し て 読 め

２ １ ． 指 示 語 に 注 意 ～ 指 す も の は 直 前 に あ り 、 日 頃 か ら 絶 え ず 意 識 し な が ら 読 め

２ ２ ．「 つ な ぎ 語 」 に 要 注 意

① 逆 接 （ Û ） ② 因 果 関 係 （ → ） ③ 追 加 （ ＋ ） ④ 言 い 換 え （ ＝ ）

２ ３ ． 英 語 は 同 じ 単 語 を 繰 り 返 さ ず に ､似 た 表 現 に 置 き 換 え る

筆 者 の 主 張 し た い 重 要 な ポ イ ン ト は 言 葉 を 変 え て 繰 り 返 さ れ る（ ｢リ フ レ イ ン が 叫 ん で る ｣）

２ ４ ．「 原 文 典 拠 の 法 則 」

解 答 は 必 ず 本 文 該 当 箇 所 を ベ ー ス に し て → 該 当 箇 所 の 発 見 ＆ 正 確 な 解 釈 が 全 て

２ ５ ． ５ Ｗ １ Ｈ の 法 則 ～ 物 語 文 読 解 の 鉄 則

when（ い つ ） where（ ど こ で ） who（ 誰 が ） what（ 何 を ） why（ な ぜ ） how（ ど の よ う に ）

２ ６ ． 筆 者 の 「 主 張 」 を 示 す 表 現 は ？

① should/ must/ 強 調 の do な ど の 助 動 詞

② important/ necessary/ essential な ど の 形 容 詞

③ I think [ suppose ] / I believe/ I' sure/ I hope [wish] / In my opinion/ As for me/ As far as I'm concerned な ど 自

分 の 見 解 を 述 べ る 表 現

④ 逆 接 ( but/ however)の 後

⑤ in fact/ actually/ indeed な ど の 副 詞 （ 語 句 ）

⑥ ｢例 え ば ｣「 な ぜ な ら 」「 第 一 に 」 の 直 前 の 英 文

２ ７ ． ｢無 生 物 主 語 構 文 」 は 副 詞 的 に ｢～ で ｣と 訳 せ ～ ｢出 川 の 鬼 ｣（ 佐 川 春 水 ）

２ ８ ． 簡 単 な 単 語 を お ろ そ か に し な い

２ ９ ． 多 義 語 に 注 意

３ ０ ． ｢名 詞 モ ー ド ｣か ら ｢動 詞 モ ー ド ｣へ

３ １ ． 表 現 （ 単 語 ・ 熟 語 ・ 構 文 ） の ｢言 い 換 え ｣に よ る カ モ フ ラ ー ジ ュ に 注 意 ！

３ ２ ．「 す り 替 え 」 の パ タ ー ン を 知 れ

① 人 物 の す り 替 え

② 肯 定 ・ 否 定 の す り 替 え

③ 時 間 ・ 場 所 ・ 頻 度 の 副 詞 要 素 の す り 替 え

④ 数 の す り 替 え

⑤ 因 果 関 係 の す り 替 え

⑥ 条 件 関 係 の す り 替 え

⑦ 過 度 の 一 般 化 と 過 度 の 限 定 （ 極 端 キ ー ワ ー ド ）

⑧ 事 実 と 比 喩 の す り 替 え

⑨ 前 半 ○ 後 半 × の パ タ ー ン

⑩ 故 意 の 取 り 違 え

３ ３ ． 消 去 法 の 活 用

３ ４ ． プ ラ ス ・ マ イ ナ ス の イ メ ー ジ に 注 意

３ ５ ． 省 略 は 前 と 比 べ よ ～ 重 複 部 分 を 省 略

３ ６ ．「 同 じ 」 ｢違 う ｣｢別 の ｣は 指 示 語 の 一 種 → 「 何 と 同 じ か 」 ｢何 と 違 う か ｣「 何 と 別 か 」 を 必 ず



チ ェ ッ ク

３ ７ ． ヒ ン ト は 前 後 に 必 ず 落 ち て い る

３ ８ ． 単 語 の 意 味 は イ メ ー ジ で つ か め ！

３ ９ ． 単 語 の 記 憶 は 「 へ ん 」 と 「 つ く り 」 で

４ ０ ．「 接 頭 辞 」 と 「 接 尾 辞 」 で 派 生 語 を 押 さ え ろ ！

４ １ ． 自 分 の 日 本 語 訳 を 読 ん で よ く 分 か ら な け れ ば 間 違 っ て い る 証 拠 だ ！

４ ２ ． ま ず 設 問 か ら 読 む 習 慣 を

４ ３ ． 内 容 一 致 問 題 は 「 部 分 把 握 型 」 か 「 展 開 把 握 型 」 か ？

４ ４ ． 答 え 方 に 注 意

｢～ は ど う い う こ と か 説 明 せ よ ｣á 「 ～ と い う こ と 」

「 ～ は ど う い う 考 え か 説 明 せ よ 」 á 「 ～ と い う 考 え 」

「 ～ の 理 由 を 述 べ よ 」 á 「 ～ で あ る か ら 」

４ ５ ． 字 数 制 限 に 注 意 ～ 答 案 の 目 安 は 制 限 字 数 の ８ 割 ～ ９ 割

多 す ぎ る 場 合 Ý 余 分 な 情 報 が 入 っ て い る

少 な す ぎ る 場 合 Ý 見 逃 し て い る 箇 所 が あ る

４ ６ ． 裏 技 １ ０ 本 ～ 「 八 幡 家 の 食 卓 」 （ 例 ） 長 さ の 法 則 仲 間 外 れ の 法 則 極 端 の 法 則

３ ． 最 後 に ､生 徒 の 力 は 教 師 以 上 に は 伸 び な い 。 な ら ば 教 師 が 絶 え ず 勉 強 し 、 高 い 壁 で

あ り た い 。 in fact ｢実 は ｣、 after all ｢結 局 ｣、 be willing to「 喜 ん で ～ す る 」、 keep early hours「 早

寝 早 起 き す る 」、 be familiar with ｢よ く 知 っ て い る ｣、 What's the matter with you?「 ど う な さ っ た の

で す か 」 と い っ た 誤 っ た 訳 語 が 、 ま だ 依 然 と し て 現 場 に は は び こ っ て い る 。

先 日 も 教 材 に 出 て き た The sky is the limit.と い う 成 句 が 、学 習 辞 典 に は 判 で 押 し た よ う に 、

「（ 特 に 金 が ） 制 限 な し で あ る 」「（ 金 額 に ） 上 限 が な い 」「（ 費 用 な ど が ） 制 限 な し で

あ る 」「（ 費 用 な ど に つ い て ） 無 制 限 で あ る 、 天 井 知 ら ず で あ る 」 と 、 金 額 に つ い て 用

い る と し て い る の に は ど ん な 背 景 が あ る の か 。調 べ て み る と 面 白 い こ と が 分 か っ て く る 。

「（ 人 に ） で き な い こ と は な い 」 と い う 訳 語 が 優 先 さ れ な け れ ば な ら な い 。

［ 注 記 ］

( 1)岡 山 県 英 語 指 導 研 究 会 、 ２ ０ ０ ８ 年 ８ 月 １ 日 、 ベ ネ ッ セ 中 四 国 支 社

( 2) ｢平 成 21 年 度 セ ン タ ー 試 験 英 語 コ コ が ツ ボ ！ 」

( 3)「 い い 教 材 リ ス ニ ン グ こ れ を 聞 け ！ 」 (２ ０ ０ ８ 年 １ １ 月 )

( 4)「 ２ ０ ０ ８ 年 版 セ ン タ ー 英 語 対 策 本 」 (改 訂 ７ 版 )３ 年 ぶ り に 改 訂 し た が 、 島 根 県 内 外 か ら 沢 山 の 請 求 が あ

り 、 嬉 し い 悲 鳴 を あ げ た 。 学 校 一 括 で 使 っ て い た だ い た 学 校 も あ る 。 ２ 年 生 か ら 学 年 全 体 に 持 た せ た い と い

う 学 校 も あ っ た 。

( 5)松 江 北 高 各 学 年 シ ラ バ ス


